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プルトップありがとう！！ 平成30年11月７日現在
約688kg集まりました。

第115号
12月発行

主な記事
１面・２面
　　：地区福祉委員会活動
３面：教えて！きらら
　　　吹田市災害ボラン

ティアセンター
４面：吹田市社協からの

お知らせ

「孤食」を
　減らしたい！

「社協」とは「社会福祉協議会」のことです。社協は自治会はじめ地域諸団体の協力を得て地域福祉活動を推進しています。

第7回子育て支援傾聴ボランティア養成講座
　相手にゆっくり寄り添い、お話を聴く活動です。
◆日　時：２月８日（金）・15日（金）・22日（金）・
　　　　　28日（木）・３月８日（金）
　　　　　10時15分～12時15分（５回講座）
◆場　所：夢つながり未来館４階　多目的会議室
◆参加費：2,000円
◆申込み：１月４日（金）～
●問い合わせ・申込み：ボランティアセンター

ボランティア入門講座
　ボランティアの心構えや活動の紹介をします。
◆日　時：３月５日（火）13時30分～15時30分
◆場　所：総合福祉会館１階　集会室
◆参加費：無料
◆申込み：２月１日（金）～
●問い合わせ・申込み：ボランティアセンター

高次脳機能障がい者の家族交流会
　高次脳機能障がい者の方を介護されている同じ立場
の家族が互いに悩みや困りごとを相談できる場です。
１部は高次脳機能障がい者の家族のお話、２部は家族
交流会です。
◆日　時：１月12日（土）10時～
◆場　所：千里山コミュニティセンター　多目的ホール
●問い合わせ・申込み：地域福祉課

子育てサークル情報募集
　2019年度版「きらきら」は、子育てをしている方
のための仲間づくり情報紙です。会員募集中の「子育
てサークル」や、地区福祉委員会の「子育てサロン」
の情報を中心に掲載します。掲載希望サークルは２月
15日（金）までにご相談ください。
●問い合わせ：地域福祉課

権利擁護の取り組み報告会
　認知症高齢者や知的障がい者、精神障がい者をサポ
ートする日常生活自立支援事業や法人後見事業の取り
組みについてお話します。
◆日　時：12月14日（金）13時30分～15時30分
◆場　所：保健センター３階　研修室
●問い合わせ：総務課

〒564-0072 吹田市出口町19－2 総合福祉会館2階 ●デイサービスセンター（☎06・6319・3378）
●ボランティアセンター（☎06・6339・1210）
●地域福祉課　　　　（☎06・6339・1254）
●総務課　　　　　　（☎06・6339・1205）

吹田市社協からのお知らせ

地域元気アップ講座 
　地域活動・ボランティア活動を始めたい高齢者のた
めの講座です。
＜南会場＞ ◆日 時：２月25日(月）14時～16時
　　　　　 ◆場 所：吹田市立勤労者会館
＜北会場＞ ◆日 時：３月６日(水）14時～16時
　　　　　 ◆場 所：高齢者生きがい活動センター
　　　　　　　　　　(千里ニュータウンプラザ５階)
※両会場とも対象は概ね60歳以上の高齢者です。
　また、別日で地域活動やボランティア活動の見学体
　験(２～３時間ほど)を行います。

助け愛隊ボランティア養成講座 
　75歳以上のひとり暮らし高齢者宅で生活支援(電球
交換等)を行うボランティア養成講座です。
◆日 時：３月11日(月）10時～12時
◆場 所：総合福祉会館
●問い合わせ：地域福祉課

発行・編集 /社会福祉法人 吹田市社会福祉協議会　〒564-0072 吹田市出口町19－2（総合福祉会館２階）　TEL 06・6339・1205　FAX 06・6339・1202 吹田市社協 検索

社協だより
すいた

クリスマス会では、おいしいケーキが待っています。

内本町デイで

いつでも見学
お待ちしております

 元気！

片山地区子ども会育成連合協議会　　片山地区福祉委員会　　大和大学（ボランティアサークルぽっぽ）

吹田コスモスの会（認知症家族の会）電話相談
１人で悩まず、お話してみませんか？
◎相談日　毎月第１火曜日　10時～12時
●問い合わせ：地域福祉課

人と人との
 つながり作り！

　１月26日（土）、13時30分からメイシアター中ホー
ルにて開催します。第１部は講演「障がいをもつとい
うこと」を、第２部は日頃の活動への感謝を込めて表
彰状・感謝状の贈呈式を行います。
●問い合わせ：総務課

　厚生労働大臣表彰
　◦点訳の会「円」　
　大阪府社協会長表彰
　◦吹二地区福祉委員会
　◦千二地区福祉委員会
　◦山二地区福祉委員会　
　大阪府社会福祉ボランティア知事表彰
　◦音楽ボランティア　すずらん
　◦吹田南小学校

吹田市社協福祉大会を開催

これに先立ち、大阪府社会福
祉大会での表彰がありました。
おめでとうございます。

　そんな思いから始まった「かたやま
こどもバル（昼食会）」。片こ連や大和
大学と連携し、小学生、幼児（保護者
同伴）を対象に平成29年度から実施し
ています。
　お友だちや大人に囲まれて、みんな
で楽しく食事をする機会を設け、地域
のつながり作りを行っています。

大和大学(ボランティアサークルぽっぽ)の
学生が地区福祉委員会の活動に参加するこ
とになったきっかけは？
　
大学　始まりはTwitterで、サークルを立
ち上げてすぐに「ぜひ力を貸してほしい」
とメールをもらい参加。あたたかく迎えて
いただきました。人との出会いや様々な経
験ができ、とてもやりがいを感じています。
　
福祉　大学生へのアプローチ方法として、
日頃から若い人と交流のある片こ連から
「福祉委員会でTwitterを始めてみては」
とアイデアをもらいTwitterを開設。大学
生の力は今ではなくてはならない存在です。

地区福祉委員会(福祉)と子ども会
育成連合協議会(片こ連)が連携す
ることになったきっかけは？
　
片こ連　これからの活動を検討し
ていた時に、福祉活動というキー
ワードが浮かび、赤い羽根共同募
金への参加をお願いしました。早
くも10年が経ち、今や人気行事
に成長。人の優しさを実感できる
貴重な経験ができています。
　
福祉　片こ連より「子どもに募金
などの経験をさせてみたい」と依
頼があり、共催が実現しました。

街頭募金を通じて片こ連との連
携は密となり、現在は代表者も
福祉委員を務め活動しています。
片こ連からの意見も反映して、
「こどもバル」も２年目を迎え
ることができました。

片山地区
福祉委員会

連携に至った
　きっかけについて
　　インタビュー

（左）片山地区子ども会育成連合協議会 事務局長  田嶋さん
（中）片山地区福祉委員会 委員長  永留さん
（右）大和大学 ボランティアサークル「ぽっぽ」代表  谷口さん
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教えて！きらら

吹田市社協　　
イメージキャラクター　　

「きらら」

各記事に関する申込み・お問い合わせは　吹田市社会福祉協議会 ☎06・6339・1205㈹　※感想、ご意見もお寄せ下さい 　　すいた社協だよりは、赤い羽根共同募金の配分金により年4回発行しています。

地区福祉委員会って
どんな
組織なの？

　身近な地域の暮らしの課題に対して地域の実情に合わ
せた、さまざまな活動に取り組む住民主体の組織だよ。
吹田市では33の地区福祉委員会が組織され、ボランテ
ィアで活動しているよ。委員は地域のさまざまな団体
（自治会、民生・児童委員、高齢クラブなど）や、個人
のボランティアなどで構成されているんだ。

具体的に
どんな
活動をしているの？

　主に見守り・声かけ活動、子育てサロン、いきいきサ
ロン、ふれあい昼食会（２面で紹介）です。「同じ地域で
生活する住民同士の支え合い・助け合い活動」を実践し
ているよ。その他にも、１面で紹介している「こどもバ
ル」のように、地域のニーズに応じた様々な活動を自主
的に展開しているよ。

地区福祉委員会の
活動に参加・協力
するには
どうしたらいいの？

　サロン等の活動に参加してみたい人、ボランティアで
協力してみたい人、もっと詳しく知りたい人は、吹田市
社協まで問い合わせてね！問い合わせ先は裏面をご覧下
さい。地区福祉委員会活動の主な財源になっている「地
域ふくし協力金」や「赤い羽根共同募金」に協力するこ
とも地区福祉委員会の応援につながるよ。
　ご協力よろしくお願いします！

日頃から、関係団体や福祉
施設、学校と地区福祉委員
会が交流しているから、地
域の中のつながりが広がっ
ているんだね。

地区福祉委員会
あなたのまちにも

笑顔が
絶えない
明るい地域を
めざして！

　９月４日に最接近した台風21号により、吹田市
では、多くの家屋等が被害を受けました。被害に遭
われた皆さまには心よりお見舞い申し上げます。
　吹田市社協は、大阪府北部地震の時と同様に、吹
田市からの要請を受け「吹田市災害ボランティアセ
ンター」を設置しました。
　関係機関と連携し、被害に遭われた方から自宅内
外の片付けなどの困り事の相談を受け付け、ボラン
ティアによる支援活動を行いました。
　市内各地から多数の相談が寄せられる中、今回も
市内外のたくさんのボランティアの方々にご協力い
ただきました。ご協力・ご支援いただきました全て
の方々に心よりお礼申し上げます。
◦依頼件数：337件　◦述べ活動人数：842件
◦ボランティア数：304人

台風21号吹田市災害ボランティアセンター設置【平成30年9月5日～10月31日】

高野台地区福祉委員会 では、75歳以上の
ひとり暮らし高齢者を対象に、年８回ふれあい昼
食会を開催しています。会場の高野台市民ホール
の近くにある保育園や小学校・中学校に通う子ど
もたちも参加しています。食事のあとに、手作り
のプレゼントや歌を披露してくれて、高齢者も子
ども達も笑顔がいっぱいです。昼食会以外にも、
昔遊びを一緒に学ぶ授業や福祉教育などに福祉委
員だけでなく、地域の高齢者も参加し、世代間交
流も盛んに行われています。

見守り・声かけ活動

子育てサロン

声学校・施設からの

声地域のみなさんの

高野台地区
福祉委員会

委員長 古閑さん

（福）玉川学園 

理事長 粉川さん

高野台中学校
校長 羽間さん

高野台小学校
校長 松元さん

「歌や踊りを披露して、拍手し
てもらえてよかった」
「ありがとうと言ってもらえて
よかった」

「子どもたちが来てくれるのは
嬉しい。これからも交流を続け
ていきたい」

「思いやりや優しい心は、
地域の中で育っているとい
うことを子どもたちにも感
じてもらいたい」
「子どもたちが地域で暮ら
しているということを幼い
頃から経験し、つながりを
感じてもらえたら嬉しい」

「子どもたちからは元気をも
らえる」「先生はいつもニコ
ニコ笑顔で話してくれ、良い
お話しが聞けるので楽しい」

福祉委員さんの手作りメニュー

子どもたちからのプレゼント
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●問い合わせ・申込み：地域福祉課

子育てサークル情報募集
　2019年度版「きらきら」は、子育てをしている方
のための仲間づくり情報紙です。会員募集中の「子育
てサークル」や、地区福祉委員会の「子育てサロン」
の情報を中心に掲載します。掲載希望サークルは２月
15日（金）までにご相談ください。
●問い合わせ：地域福祉課

権利擁護の取り組み報告会
　認知症高齢者や知的障がい者、精神障がい者をサポ
ートする日常生活自立支援事業や法人後見事業の取り
組みについてお話します。
◆日　時：12月14日（金）13時30分～15時30分
◆場　所：保健センター３階　研修室
●問い合わせ：総務課

〒564-0072 吹田市出口町19－2 総合福祉会館2階 ●デイサービスセンター（☎06・6319・3378）
●ボランティアセンター（☎06・6339・1210）
●地域福祉課　　　　（☎06・6339・1254）
●総務課　　　　　　（☎06・6339・1205）

吹田市社協からのお知らせ

地域元気アップ講座 
　地域活動・ボランティア活動を始めたい高齢者のた
めの講座です。
＜南会場＞ ◆日 時：２月25日(月）14時～16時
　　　　　 ◆場 所：吹田市立勤労者会館
＜北会場＞ ◆日 時：３月６日(水）14時～16時
　　　　　 ◆場 所：高齢者生きがい活動センター
　　　　　　　　　　(千里ニュータウンプラザ５階)
※両会場とも対象は概ね60歳以上の高齢者です。
　また、別日で地域活動やボランティア活動の見学体
　験(２～３時間ほど)を行います。

助け愛隊ボランティア養成講座 
　75歳以上のひとり暮らし高齢者宅で生活支援(電球
交換等)を行うボランティア養成講座です。
◆日 時：３月11日(月）10時～12時
◆場 所：総合福祉会館
●問い合わせ：地域福祉課

発行・編集 /社会福祉法人 吹田市社会福祉協議会　〒564-0072 吹田市出口町19－2（総合福祉会館２階）　TEL 06・6339・1205　FAX 06・6339・1202 吹田市社協 検索

社協だより
すいた

クリスマス会では、おいしいケーキが待っています。

内本町デイで

いつでも見学
お待ちしております

 元気！

片山地区子ども会育成連合協議会　　片山地区福祉委員会　　大和大学（ボランティアサークルぽっぽ）

吹田コスモスの会（認知症家族の会）電話相談
１人で悩まず、お話してみませんか？
◎相談日　毎月第１火曜日　10時～12時
●問い合わせ：地域福祉課

人と人との
 つながり作り！

　１月26日（土）、13時30分からメイシアター中ホー
ルにて開催します。第１部は講演「障がいをもつとい
うこと」を、第２部は日頃の活動への感謝を込めて表
彰状・感謝状の贈呈式を行います。
●問い合わせ：総務課

　厚生労働大臣表彰
　◦点訳の会「円」　
　大阪府社協会長表彰
　◦吹二地区福祉委員会
　◦千二地区福祉委員会
　◦山二地区福祉委員会　
　大阪府社会福祉ボランティア知事表彰
　◦音楽ボランティア　すずらん
　◦吹田南小学校

吹田市社協福祉大会を開催

これに先立ち、大阪府社会福
祉大会での表彰がありました。
おめでとうございます。

　そんな思いから始まった「かたやま
こどもバル（昼食会）」。片こ連や大和
大学と連携し、小学生、幼児（保護者
同伴）を対象に平成29年度から実施し
ています。
　お友だちや大人に囲まれて、みんな
で楽しく食事をする機会を設け、地域
のつながり作りを行っています。

大和大学(ボランティアサークルぽっぽ)の
学生が地区福祉委員会の活動に参加するこ
とになったきっかけは？
　
大学　始まりはTwitterで、サークルを立
ち上げてすぐに「ぜひ力を貸してほしい」
とメールをもらい参加。あたたかく迎えて
いただきました。人との出会いや様々な経
験ができ、とてもやりがいを感じています。
　
福祉　大学生へのアプローチ方法として、
日頃から若い人と交流のある片こ連から
「福祉委員会でTwitterを始めてみては」
とアイデアをもらいTwitterを開設。大学
生の力は今ではなくてはならない存在です。

地区福祉委員会(福祉)と子ども会
育成連合協議会(片こ連)が連携す
ることになったきっかけは？
　
片こ連　これからの活動を検討し
ていた時に、福祉活動というキー
ワードが浮かび、赤い羽根共同募
金への参加をお願いしました。早
くも10年が経ち、今や人気行事
に成長。人の優しさを実感できる
貴重な経験ができています。
　
福祉　片こ連より「子どもに募金
などの経験をさせてみたい」と依
頼があり、共催が実現しました。

街頭募金を通じて片こ連との連
携は密となり、現在は代表者も
福祉委員を務め活動しています。
片こ連からの意見も反映して、
「こどもバル」も２年目を迎え
ることができました。

片山地区
福祉委員会

連携に至った
　きっかけについて
　　インタビュー

（左）片山地区子ども会育成連合協議会 事務局長  田嶋さん
（中）片山地区福祉委員会 委員長  永留さん
（右）大和大学 ボランティアサークル「ぽっぽ」代表  谷口さん


